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世界中のメガファーマが、創薬資源の探索源として天然物から合成化合物へと移行したと言われて久しい。天然

物探索が非常に下火になったことは、明らかであるが、決してその火が消えなかったことも事実である。それは、創

薬を目標にしている研究者の誰しもが、天然物でしか見られない構造多様性とそれらがもつ活性多様性に気づい

ていた、また魅力を感じていたからに他ならない（と私は信じている）。天然物探索から離れていった理由として、精

製が煩雑の割には既知物質に遭遇する機会が多い、合成展開が困難な場合が多い、微量しか取得できない、な

どいくつかが挙げられるが、後者 2 つの理由は近年の合成法の発展や、遺伝子工学的手法などによって、解決で

きるようになってきた。分析機器の発展に伴って、既知物質をより早く微量で検出できるようにはなったが、「遭遇す

る機会」が減ったわけではない。これが、天然物探索への回帰を躊躇させている最大の理由ではなかろうか。 

 天然物探索の主たる探索源は微生物の代謝産物であるが、ここ数年のゲノム解析の速度はすさまじく、すでに

500 種以上の微生物ゲノムの解析が終了している。さらに、700 以上の微生物ゲノムが解析中であると言われている。

様々な微生物ゲノムが明らかになるにつれ、微生物が持つ多様な代謝産物の潜在的能力が明らかとなってきた。

つまり、一株の微生物が多種多様な代謝産物を生産する能力を有していながら、そのほとんどを我々は利用してこ

なかった（気づいていなかった）ことが明らかとなった。その潜在能力を活用する（発揮させる）方法は、様々検討さ

れているが、本日のセミナーでは、天然物探索への回帰のきっかけになる一つの方法として Genome Mining を紹

介する。 
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